
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月 日 会議名 内     容 場 所

3 26 
企画事業

部会 

・雛めぐり総括 ・理事ユニホームについて 

・２５年度部会事業計画と予算 
交流館

4 ４ 役員会 
・理事会と会計監査の日程 

・総会準備 
交流館

 22 
臨時 

役員会 

・総会準備 

・会計報告（会／交流館） 

・補欠理事案について 

交流館

 25 理事会 
・会計報告（会／交流館） 

・総会について ・補欠理事の承認 
交流館

5 2 役員会 ・総会準備（最終確認） 交流館

 26 総会 ※総会議案書のとおり 交流館

  理事会 ・年会費の徴収について 交流館

 29 研修部会 ・会員見学会＆理事研修会の予定日、場所 交流館

6 6 役員会 
・補欠理事、部会委員の確認 

・２０周年記念事業について 
交流館

 

22 
理事 

講演会 
・長野県小布施町の町づくりの紹介 交流館

28 
企画事業

部会 
・寺内町燈路について 交流館

7 4 役員会 ・各部会の報告 ・指定管理更新について 交流館

 8 広報部会 ・瓦版５５号の確認 ・５６号原稿について 交流館

第５５号  発行・編集： 富田林寺内町をまもり・そだてる会／じないまち交流館   富田林市富田林町9-29（じないまち交流館）  平成２５年７月２６日 （１） 

そ
し
て
鈴
木
府
議
会
議
員
か
ら

は
、
お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
続
い
て
来
賓
の

方
々
の
紹
介
の
後
、
本
年
度
の
議

事
に
移
り
、
平
成
二
十
四
年
度
の

事
業
報
告
や
会
計
報
告
（
じ
な
い

ま
ち
交
流
館
会
計
を
含
む
）
な
ら

び
に
平
成
二
十
五
年
度
の
事
業
計

画
や
会
計
予
算
（
じ
な
い
ま
ち
交

流
館
会
計
を
含
む
）
が
審
議
さ
れ
、

全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

 

第
二
部
で
は
、
工
学
院
大
学
建

築
学
部
制
作
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
日
本
で

い
ち
ば
ん
美
し
い
町
並
」
か
ら
、

「
富
田
林
寺
内
町
」
と
「
奈
良
県

今
井
町
」
が
上
映
さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
、
工
学
院
大
学

が
、
全
国
九
十
八
カ
所
の
重
伝
建

地
区
の
町
並
景
観
を
記
録
に
残
す

こ
と
を
目
的
に
現
在
、
企
画
・
制

作
を
進
め
て
い
る
も
の
で
す
が
、

そ
の
創
刊
第
一
巻
の
ト
ッ
プ
に
富

田
林
寺
内
町
が
収
録
さ
れ
た
こ
と

は
、
専
門
家
の
間
に
お
い
て
も
、

い
か
に
富
田
林
寺
内
町
が
貴
重
で

重
要
と
考
え
ら
れ
て
い
る
か
を
示

す
も
の
と
し
て
、
感
慨
深
い
上
映

と
な
り
ま
し
た
。

    今年の「寺内町燈路」は、 
  八月三十一日（土）に開催します！ 

 寺内町燈路も今年で十年目を迎えます。今年は八月三十一日（土）に開催し

ます。希望者には、八月二日（金）より、じないまち交流館にて一個千二百円

で行灯をお分けします。詳しくは、じないまち交流館（TEL 0721-26-0110）
へお問い合わせください。 

 

総
会
第
一
部
は
、
橋
川
会
長

の
挨
拶
に
始
ま
り
、
来
賓
の
多

田
市
長
、
高
山
市
議
会
議
長
、

吉
村
府
議
会
議
員
に
ご
祝
辞
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

今年の「寺内町清掃」は、 
九月八日（日）に開催します！ 
詳細は別途お知らせいたします。

今年の「寺内町月見の夕べ」は、 
九月十九日（木）に開催します！ 

詳細は別途お知らせいたします。 

 

七
月
二
日
～
三
十
一
日 

 
 
 

松
田
全
弘 

 
 
 
 
 
 
 

じ
な
い
ま
ち
写
真
展 

 

八
月
一
日
～
八
月
三
十
一
日 

 
 
 

ま
も
り
・
そ
だ
て
る
会 

 
 

富
田
林
幼
稚
園
・
同 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
学
校
今
昔
写
真
展 

 

九
月
一
日
～
十
五
日 

 
 
 

小
林
絵
画
教
室 

 
 
 
 
 

絵
画
作
品
展 

 

九
月
十
六
日
～
二
十
九
日 

 
 
 

真
呂
会 

 
 
 
 
 
 
 
 

木
目
込
み
人
形
展 

 

十
月
日
～
二
十
二
日 

 
 
 

南
河
内
退
職
教
職
員
の
会 

 

絵
画
・
書
・
陶
芸
展 

 

十
月
二
十
三
日
～
十
一
月
十
五
日 

 
 
 

市
立
富
田
林
幼
稚
園 

 
 
 

抹
茶
茶
碗
・
お
皿
展 

 

十
一
月
十
六
日
～
三
十
日 

 
 
 

古
布
の
文
化
伝
承
会 

 
 
 

古
布
細
工
・
着
物
展 
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平
成
二
十
五
年
五
月
二
十
六

日
（
日
）
午
後
一
時
三
〇
分
か

ら
「
じ
な
い
ま
ち
交
流
館
」
一

階
に
お
い
て
「
富
田
林
寺
内
町

を
ま
も
り
・
そ
だ
て
る
会
」
の

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

当
日
は
、
多
田
市
長
を
は
じ

め
、
吉
村
府
議
会
議
員
、
高
山

市
議
会
議
長
、
さ
ら
に
伝
統
的

建
造
物
群
保
存
審
議
会
委
員
の

川
谷
市
議
会
議
員
、
同
吉
年
市

議
会
議
員
、
同
京
谷
市
議
会
議

員
、
堂
山
教
育
長
に
来
賓
と
し

て
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

な
お
、
当
日
の
参
加
者
数
は
、

五

六

名

（

委

任

状

一

二

六

名
）
で
し
た
。 

 

＊瓦版は、3月・7 月・11 月の年 3回の発行です。 

＊本瓦版(pdf ﾌｧｲﾙ）は、連携ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ「富田林寺内町の探訪」からﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞすることもできます。 

 今回の瓦版は、会員以外の世帯にも 

 配布させていただいています！   

 

まもり・そだてる会活動報告  

☆ 

交
流
館
だ
よ
り

☆

◎
ギ
ḕ
ラ
リ
ー
展
示
予
定 

 今年は、理事の定例改選の年ではありませんが、旧理事のご逝去、辞退に

より、空席が生じ、４月２５日開催の理事会、５月２６日開催の総会を経て、

以下の新理事が承認されました。任期は、平成二十六年度総会までです。 

   南会所町 新理事(広報部会)    ： 田中新之助氏  

   御坊町  新理事・監事(広報部会) ： 尾谷正隆氏 

新理事の紹介（順不同） 

講演会「小布施町に学ぶ町づくり」を開催しました！ 

 ６月２２日(土)、じないまち交流館にて、御坊町の神田毅さんを講師として、役員・

理事さんを対象に標記の講演会を開催しました。神田さんは、２年程前に BS 放送

で長野県小布施町の町づくりに関する番組を視聴され、非常に感動されたとのこと

です。そこで当会の役員・理事の皆さんに、是非、視聴された番組の感想をお話し

して下さいとお願いして実現したものです。 
 講演の中では、小布施町の多くの住民が何度も議論を重ねて、子供達やお年寄り

が何度もやって来たくなる図書館「新図書館・交流センター」を設立されたお話や、

町の真中に、駐車場の周りや中を樹木で囲んだ「森の駐車場」を設けたお話や、「住

まいの外はみんなのもの、内は自分たちのもの」という意識の下に、通りを行き交

う人に安らぎを与える町づくりを進めて来られたことなどが紹介されました。 
 富田林寺内町の町づくりにとっても大変参考になる内容でした。  （事務局） 

題字 / 小田 龍之介さん ８歳（新道） 

 



 

富
田
林
市
で
生
ま
れ
育
っ
て
今
日

ま
で
お
世
話
に
な
っ
て
き
た
中
で
、
幼

少
の
頃
に
振
り
返
っ
て
思
い
出
し
ま

す
と
、
生
ま
れ
た
地
元
の
近
く
で
よ
く

遊
ん
だ
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。 

 

そ
こ
で
は
、
田
ん
ぼ
で
三
角
野
球
や

川
で
泳
い
だ
り
魚
を
手
で
掴
ん
だ
り
、

山
で
は
秘
密
の
砦
を
作
っ
た
り
し
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
父
親
と
い
っ
し
ょ

に
石
川
に
行
っ
て
ウ
ナ
ギ
を
取
り
に

行
っ
た
こ
と
も
思
い
出
し
、
四
〇
年
以

上
前
の
こ
と
で
す
が
、
ほ
ん
と
に
の
ど

か
で
あ
り
、
の
ん
び
り
し
て
い
た
よ
う

に
思
わ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
実
家
の
近

く
の
小
さ
い
丘
み
た
い
な
山
が
、
古
墳

で
あ
っ
た
こ
と
、
中
学
校
時
代
の
頃

は
、
富
田
林
町
（
堺
筋
）
を
通
っ
て
中

学
校
へ
行
っ
て
お
り
、
そ
の
時
の
思
い

出
は
、
御
坊
町
（
展
望
広
場
近
く
）
の

う
ど
ん
屋
さ
ん
（
玉
川
さ
ん
）
だ
と
思

い
ま
す
が
、
毎
日
の
よ
う
に
帰
り
に
寄

っ
た
こ
と
、
え
べ
っ
さ
ん
や
薬
師
堂
前

の
出
店
に
行
っ
た
こ
と
な
ど
が
思
い

出
さ
れ
ま
す
。 

 

富
田
林
町
が
歴
史
的
な
家
屋
が
立

ち
並
ぶ
文
化
財
地
区
で
あ
る
と
い
う

こ
と
知
っ
た
の
が
極
最
近
の
こ
と
で

す
。
そ
れ
は
、
十
数
年
前
に
富
田
林
町

内
に
引
越
し
し
て
来
た
こ
と
か
ら
、
よ

り
一
層
、
歴
史
的
な
家
屋
な
ど
を
知
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
し
、
町
会
や
ま
も

り
・
そ
だ
て
る
会
な
ど
と
関
わ
る
こ
と

で
い
ろ
ん
な
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
町
が
年
々
状

況
が
変
化
し
て
き
て
お
り
、
地
元
で
生

ま
れ
育
っ
て
こ
ら
れ
た
住
民
の
思
い

は
個
々
さ
ま
ざ
ま
な
気
持
ち
で
お
ら

れ
る
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か

ら
、
貴
重
な
財
産
を
引
き
継
い
で
い
く

こ
と
も
大
事
な
役
割
と
な
っ
て
き
ま

す
。
私
も
こ
の
町
に
住
ま
わ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
る
か
ぎ
り
、
少
し
で
も
お
役

に
立
ち
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 

 
 

（
北
会
所
町 

柳
本
恵
三
）

こんにちは!  笑顔であいさつ  歓迎を 

 

 

 

 

 

「
お
蝋
燭
は
一
銭
で
献
ぜ
ら
れ
ま
ー

す
。
カ
ー
ン
」 

辻
導
師
の
練
れ
た
声
と
鐘
の
音
が
夕

暮
れ
間
際
の
街
に
響
い
て
く
る
。
八
月
二

十
三
日
は
寺
内
町
の
北
の
端
一
里
山
町

北
口
地
蔵
尊
の
御
祭
り
日
で
あ
る
。
そ
の

日
は
朝
か
ら
近
所
の
お
じ
さ
ん
達
が
，
蔵

か
ら
屋
台
や
道
具
を
運
び
出
し
，
祭
壇
を

つ
く
り
，
夕
方
に
は
提
灯
を
ぶ
ら
下
げ
ら

れ
る
。
提
灯
は
子
供
が
生
ま
れ
た
時
に
寄

進
す
る
習
わ
し
で
，
私
は
自
分
の
名
前
の

書
か
れ
た
提
灯
が
何
処
に
あ
る
か
を
見

つ
け
て
，
妹
と
「
あ
っ
た
あ
っ
た
」
と
言

い
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
お
ば
さ
ん
達

は
，
続
々
と
持
っ
て
こ
ら
れ
る
お
供
え
の

受
付
，
記
帳
、
張
り
出
し
に
忙
し
い
。 
 

夕
闇
が
迫
っ
て
来
る
頃
に
は
，
提
灯
の

蝋
燭
に
火
が
燈
り
，
夜
店
が
並
び
，
ア
セ

チ
レ
ン
の
明
り
が
灯
る
。
５
銭
を
貰
っ
て

妹
と
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
天
ぷ
ら
を
買
い
に

行
く
。
家
の
天
ぷ
ら
と
は
違
っ
た
味
と
香

り
が
あ
り
，
我
々
は
洋
食
と
言
っ
て
い

た
。
ア
セ
チ
レ
ン
の
匂
い
と
共
に
遠
い
過

去
の
思
い
出
で
あ
る
。 

 

地
蔵
尊
の
前
の
東
西
の
道
の
南
側
に

は
，
家
並
み
と
の
間
に
半
間
巾
の
溝
が
在

り
，
そ
の
上
に
渡
さ
れ
た
板
座
敷
で
は
御

詠
歌
が
始
ま
る
。 

陰
の
大
山
、
四
国
の
石
槌
、
九
州
の
彦
山
、

霧
島
な
ど
の
山
々
を
踏
み
分
け
な
が
ら
修

験
の
道
場
を
開
い
て
行
き
ま
し
た
。
山
々

を
め
ぐ
り
人
々
の
平
安
を
祈
り
、
導
い
た

行
者
は
、
大
宝
元
年(

７
０
１
年)

６
月
７

日
雲
に
乗
っ
て
去
ら
れ
ま
し
た
。
行
者
さ

ま
は
ど
こ
へ
い
か
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

天
竺
、
唐
、
新
羅
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
行
者
さ
ま
は
日
本
の
山
々
と
そ
の

山
に
修
行
す
る
人
の
心
の
中
に
生
き
続
け

て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
千
三
百
年
、
行
者

さ
ま
が
開
か
れ
た
即
身
即
仏
の
心
の
道

は
、
〝
修
験
道
〞
と
い
う
、
日
本
の
最
も

古
い
信
仰
に
か
た
め
ら
れ
広
が
り
続
け
て

い
ま
す
。
行
者
さ
ま
が
去
っ
て
千
百
年
後

の
寛
政
十
一
年
、
光
格
天
皇
は
、
行
者
さ

ま
に
〝
神
変
大
菩
薩
〞
（
じ
ん
べ
ん
だ
い

ぼ
さ
つ
）
の
尊
号
を
贈
ら
れ
、
今
も
な
お
、

役
の
行
者
さ
ま=

神
変
大
菩
薩
と
し
て
慕

わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

初
め
て
山
上
参
り
を
し
て
か
ら
、
し
ば

ら
く
は
富
永
鳥
毛
組
の
山
上
講
に
参
加
し

て
い
ま
し
た
が
、
伯
父
が
講
元
を
し
て
い

る
こ
と
も
あ
り
河
内
新
堂
鳥
毛
講
に
入
っ

て
、
毎
年
８
月
の
お
盆
（
盆
山
）
に
お
参

り
し
て
い
ま
す
。
山
上
参
り
は
、
毎
年
５

月
３
日
に
始
ま
っ
て
、
９
月
２
３
日
に
終

わ
り
ま
す
。
山
上
ヶ
岳
の
頂
上
で
、
５
月

３
日
午
前
３
時
に
開
扉
式
（
戸
開
け
式
）

を
行
い
、
そ
し
て
９
月
２
３
日
午
前
３
時

に
閉
扉
式
（
戸
閉
め
式
）
を
行
い
ま
す
。

護
寺
院
で
あ
る
、
喜
蔵
院
，
龍
泉
寺
、
大

峰
山
寺
と
檀
家
総
代
、
信
徒
総
代
、
そ
し

て
阪
堺
役
講
と
い
わ
れ
る
、
井
筒
組
、
岩

組
、
京
橋
組
、
光
明
組
、
五
流
組
、
三
郷

組
、
鳥
毛
組
、
両
郷
組
の
、
お
山
そ
し
て

山
上
参
り
を
支
え
る
代
表
５
０
名
ほ
ど

が
、
護
寺
院
は
山
伏
姿
、
檀
家
総
代
、
信

徒
総
代
、
阪
堺
役
講
の
代
表
は
裃
姿
で
列

席
し
て
、
大
峰
山
寺
の
本
堂
の
鍵
と
秘
密

の
扉
の
鍵
を
受
け
渡
す
式
を
厳
か
な
中
行

い
、
最
後
に
般
若
心
経
等
を
唱
え
て
式
を

終
え
ま
す
。
私
も
ほ
ぼ
毎
年
開
，
閉
扉
式

に
参
列
し
て
お
り
ま
す
が
、
慣
れ
な
い
裃

と
緊
張
で
、
山
上
は
寒
い
の
で
す
が
い
つ

も
汗
を
か
く
ほ
ど
で
す
。 

こ
れ
か
ら
も
、
体
力
の
維
持
に
努
め
、

で
き
る
だ
け
永
く
山
上
へ
の
お
参
り
を
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

最
近
は
子
供
た
ち
や
、
若
い
世
代
の
人

た
ち
が
山
上
参
り
に
行
か
な
く
な
っ
て
い

ま
す
。
淋
し
い
限
り
で
す
。
こ
の
ま
ま
だ

と
役
講
の
存
続
も
危
う
い
で
し
ょ
う
。
山

上
参
り
を
し
た
後
の
す
が
す
が
し
さ
は
何

も
の
に
も
か
え
が
た
い
も
の
で
す
。
ぜ
ひ
、

子
供
た
ち
も
参
加
し
て
す
ば
ら
し
い
体
験

を
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

（
堺
町 

和
田
孝
雄
） 

広
報
部
会

部

会

長

副
部
会
長

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

中

井

隆

洋

和

田

孝

雄

岡

田

昌

治

和

田

幸

雄

柳

本

恵

三

田

中

新
之

助

尾

谷

正

隆

田

中

 

實

(

順
不
同) 

富田林寺内町 来訪者 歓迎キャンペーン 

〇
年
十
一
月
十
七
日
か
ら
四
七
年

が
過
ぎ
、
道
標
を
兼
ね
た
地
蔵
尊
が

各
地
で
建
て
ら
れ
出
し
た
頃
、
今
か

ら
二
三
五
年
前
の
事
で
あ
る
。
も
と

道
の
南
側
で
西
を
向
い
て
お
ら
れ

た
が
、
大
正
十
五
年
、
当
時
の
横
谷

亀
重
村
長
や 

後
の
国
務
大
臣
田

中
萬
逸
氏
等
を
含
む
近
隣
一
五
三

人
の
方
の
ご
寄
進
で
祠
が
造
ら
れ
、

現
在
の
位
置
で
祀
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
そ
の
後
も
度
々
整
備
さ

れ
。
平
成
十
年
に
は
市
教
育
委
員
会

の
立
派
な
案
内
板
が
祠
に
貼
付
け

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
「
北
口
地
蔵

尊
」
で
検
索
す
る
と
真
先
に
出
て
く

る
。
寺
内
町
瓦
版20

号
（
Ｈ13.9.6

）

に
は
地
蔵
盆
の
様
子
と
案
内
板
の

内
容
、
昭
和
十
年
頃
の
街
並
み
が
書

か
れ
て
い
る
。
し
か
し
北
口
地
蔵
講

の
面
々
も
高
齢
化
で
屋
台
の
備
付
、

献
灯
の
飾
り
付
け
が
困
難
と
な
り
、

子
供
さ
ん
へ
の
供
養
は
続
け
る
も

の
の
、
一
般
の
お
供
え
は
今
年
で
終

わ
り
に
な
る
模
様
で
あ
る
。 

 

最
後
に
ご
詠
歌
二
首
と
地
蔵
菩

薩
の
ご
真
言
を
掲
げ
て
お
く
。 

 

四
番 

槙
尾
山
施
福
寺 

 
 

深
山
路
や
桧
原
松
原
わ
け
ゆ
け
ば

 
 

槙
の
尾
寺
に
駒
ぞ
勇
め
る 

五
番 

紫
雲
山
葛
井
寺 

 
 

参
る
よ
り
頼
み
を
か
く
る
葛
井
寺 

 
 

花
の
う
て
な
に
紫
の
雲 

 

地
蔵
菩
薩
の
御
真
言
（
ｍ
ａ
ｎ
ｔ
ｒ
ａ
） 

 

『
お
ん 

か
か
か 

 
 

び
さ
ん
ま
え 

そ
わ
か
』
三
唱 

 
 

（
唵 

訶
訶
訶 

 
 

 

尾
三
摩
曳 

娑
婆
訶
） 

 

（
筆
者
注
） 

○
お
ん(

唵)

：
帰
命
（
き
み
ょ
う
）
＝
南
無 

○
か(

訶)

： 

地
蔵
尊
の
種
子(

し
ゅ
う
じ) 

 
 

種
子
が
一
切
を
包
含
し
て
い
る 

 
 

よ
う
に
、
訶
の
一
字
は
お
地
蔵
様

 
 

の
功
徳
、
利
益
、
姿
、
霊
験
一
切

 
 

を
表
す
。
こ
れ
を
三
度
唱
え
る
。 

○
び
さ
ん
ま
え(

尾
三
摩
曳)

： 
 
 
 

賛
嘆
す
る
も
の
に 

○
そ
わ
か(

娑
婆
訶)

：
成
就 

◎
『
た
ぐ
い
ま
れ
な
お
地
蔵
さ
ま
、
わ

た
し
の
願
い
が
叶
え
ら
れ
ま
す
よ
う

に
』
の
意
。 

 
 
 

（
一
里
山
町 

岡
田
昌
治
）
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鐘
の
音
を
か
す
か
に
聞
き
な
が
ら

私
は
何
時
し
か
眠
り
に
つ
い
て
い

た
。 

 

翌
日
は
お
供
え
の
品
々
を
取
り

混
ぜ
た
お
下
が
り
を
持
て
行
っ
て
、

お
た
め
を
頂
く
。
今
か
ら
八
十
年
前

昭
和
初
期
の
行
事
で
あ
っ
た
が
、
戦

争
が
始
ま
る
と
共
に
，
夜
店
は
何
時

し
か
な
く
な
っ
た
。
昭
和
十
七
年
の

父
の
日
記
に
は
今
年
は
お
米
の
お

供
え
が
無
か
っ
た
と
書
か
れ
て
い

る
。
地
蔵
盆
と
御
詠
歌
は
そ
の
後
も

続
き
、
終
戦
後
町
並
み
保
存
運
動
が

盛
ん
に
な
る
に
つ
れ
昭
和
五
二
年

八
月
二
五
日
、
相
愛
女
子
大
久
志
本

秀
夫
、
貝
塚
南
校
松
原
右
樹
両
先
生

が
調
査
に
来
ら
れ
、
台
座
が
次
の
よ

う
な
道
標
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が

分
っ
た
。
今
は
覆
っ
て
見
え
な
く
し

て
い
る
が
、
摂
河
泉
文
化
資
料
第
９

号
に
「
富
田
林
寺
内
町
を
通
過
す
る

巡
礼
街
道
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
詳

し
く
記
載
さ
れ
て
い
る
。
目
の
見
え

な
く
な
っ
た
子
供
が
二
回
お
詣
り

し
て
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
か
、

焼
け
ど
の
傷
跡
が
全
く
残
ら
ず
に

治
っ
た
な
ど
霊
験
あ
ら
た
か
な
話

が
い
く
つ
か
あ
り
、
今
も
多
く
の
方

の
熱
心
な
信
仰
を
あ
つ
め
て
い
る
。

 

北
口
地
蔵
尊
は
、
安
永
七
（
一
七

七
八
）
年
四
月
に
造
ら
れ
た
。
一
里

山
町
、
富
山
町
が
全
焼
し
た
一
七
三

 

前
号
で
義
経
の
隠
れ
堂
に
触
れ
ま
し

た
が
、
隠
れ
堂
で
は
な
く
て
「
隠
れ
塔
」

で
、
そ
し
て
金
峯
山
寺
（
き
ん
ぷ
せ
ん
じ
）

に
あ
る
の
で
は
な
く
て
、
金
峯
神
社
に
あ

る
塔
で
す
。
義
経
と
弁
慶
が
頼
朝
に
追
わ

れ
て
隠
れ
た
塔
で
、
追
っ
手
に
囲
ま
れ
た

義
経
は
、
屋
根
を
突
き
破
っ
て
逃
げ
た
と

い
わ
れ
「
蹴
抜
け
の
塔
」
（
け
ぬ
け
の
と

う
）
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
新
客
の
時
、

修
行
の
一
環
と
し
て
こ
の
隠
れ
塔
の
真

っ
暗
な
中
で
新
客
全
員
が
肩
に
手
を
置

い
て
ぐ
る
ぐ
る
回
る
よ
う
に
言
わ
れ
て

回
っ
て
い
る
と
、
た
だ
で
さ
え
真
っ
暗
で

不
安
な
中
、
突
然
、
大
き
な
音
で
カ
ン
カ

ン
カ
ン
カ
ン
と
鳴
っ
た
の
で
心
臓
が
止

ま
る
か
と
思
う
ほ
ど
驚
い
た
こ
と
を
思

い
出
し
ま
す
。
扉
を
開
け
て
日
が
さ
す

と
、
そ
こ
に
は
先
ほ
ど
神
社
の
案
内
を
し

て
下
さ
っ
た
老
宮
司
が
い
つ
の
ま
に
か

鐘
を
持
っ
て
立
っ
て
い
て
、
私
達
の
驚
く

姿
を
見
て
、
ニ
ヤ
ッ
と
笑
い
う
れ
し
そ
う

に
し
て
い
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。 

 

さ
て
、
こ
こ
で
修
験
道
の
開
祖
で
あ
る

〝
役
の
行
者
〞
（
え
ん
の
ぎ
ょ
う
じ
ゃ
）

さ
ま
に
つ
い
て
私
が
知
る
と
こ
ろ
を
書

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

６
３
４
年
１
月
１
日
葛
城
山
の
ふ
も

と
、
今
の
奈
良
県
御
所
市
の
芽
原
（
ち
は

ら
）
の
里
の
豪
族
、
加
茂
家
で
生
ま
れ
、

〝
金
杵
磨
〞
（
こ
ん
し
ょ
ま
ろ
）
と
命
名

さ
れ
ま
し
た
。
子
供
の
時
か
ら
葛
城
の
山

に
入
る
の
が
好
き
で
、
山
の
け
も
の
た
ち

と
の
遊
び
に
夢
中
に
な
る
子
供
で
し
た
。

長
じ
て
名
を
〝
小
角
〞
（
お
ず
ぬ
）
と
改

め
て
後
も
、
人
々
の
悩
み
と
苦
し
み
を
救

う
心
の
道
を
山
に
求
め
て
、
葛
城
山
で
の

修
行
を
経
て
、
お
釈
迦
様
が
法
華
経
を
説

か
れ
た
お
山
が
日
本
に
飛
来
し
た
と
伝

え
ら
れ
る
山
〝
金
峯
山
〞
に
こ
も
っ
て

千
日
間
の
祈
り
を
続
け
ま
し
た
。
そ
の
満

願
の
日
に
現
れ
た
の
が
ご
本
尊
〝
金
剛

蔵
王
〞
で
す
。
ご
本
尊
が
湧
き
出
た
岩
の

上
に
お
堂
を
作
り
お
ま
つ
り
し
た
の
が
、

山
上
の
蔵
王
堂
、
現
在
の
大
峰
山
寺
本
堂

で
す
。
金
峯
山
の
入
口
、
吉
野
山
に
も
お

堂
を
建
て
て
桜
の
木
に
刻
ん
だ
ご
本
尊

を
お
ま
つ
り
し
ま
し
た
。
山
下
の
蔵
王

堂
、
現
在
の
金
峯
山
寺
本
堂
で
す
。
金
剛

蔵
王
さ
ま
を
本
尊
に
い
た
だ
い
た
行
者

は
、
山
に
よ
っ
て
み
仏
の
教
え
を
修
行
す

る
修
験
の
道
を
と
と
の
え
な
が
ら
弟
子

た
ち
を
教
え
国
中
を
め
ぐ
り
ま
し
た
。
北

は
、
東
北
の
羽
黒
山
か
ら
鳥
海
山
、
筑
波
、

立
山
、
浅
間
、
富
士
、
御
嶽
、
伊
吹
、
山 
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